
いのちに感謝
みやざきブランド推進本部

［宮崎県・ＪＡ宮崎経済連］



○「宮崎をどげんかせんといかん」東国原知事の誕生

「ピンチをチャンスに」

高病原性鳥インフルエンザ発生を

逆手にとった地鶏のＰＲ

「無から有を生む」

県庁庁舎が年間４０万人が訪れる

観光スポットに

東国原知事誕生と宮崎県



「逆転の発想：宮崎はここやが」

県所在地の知名度再最下位を逆に

宮崎ＰＲの材料に

「ＣＭにも出演：特産野菜をＰＲ」

テレビにも積極的に出演し

宮崎をＰＲ



○「宮崎ブーム」全国発信！知事の力は大きいけれど・・・

「生産者の地道な努力」

指導員による生産指導
みやざきフェアでの

お客さんに対する試食案内
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食ブランド ≒「みやざきブランド 」（みやざきブランド推進本部）

トップセールス

販売促進会議

情熱みやざきフェア

残留農薬検査体制

品質保証システム

産地チェック

基本コンセプト 「いのちの恵みに感謝する県、みやざき」
～農畜産物の「いのち」を見つめ、慈しみ育ててきた農業県として、「食べ物」に感謝する姿勢

～

みやざきブランドのイメージ定着戦略

１） 機能価値の追求

■商品そのものの品質
■産地の体制や仕組み

商品ブランド認証制度

※商品ブランド・・・３３商品
※確実かつ安定的に供給
できる産地・・・・７５産地

２） 心理価値の確立

■産地名や商品名から
選択度が高まる価値

ブランド価値



～商品ブランド認証制度を核とした特長ある商品づくり～

ポイント１ 選び抜かれた逸品

「商品ブランド認証制度」とは

◆「消費者が今農産物に求めているものは何か」が出発点

◆商品毎に「おいしさ」や｢鮮度」、「安全性」などの基

準をクリアした農産物を「商品ブランド」として認証す

る制度

◆現在 ････ 商品ブランド ３３商品

ブランド産地 ７５産地

（平成２２年２月９日現在）



認証基準

「太陽のタマゴ」の名前は
平成１０年に名付けられま
した。

◆自然に落果するまで樹上で完熟

◆階級「２Ｌ」以上

（重さ「350ｇ」以上）

◆糖度「１５度」以上

◆出荷期間中に月２検体以

上の残留農薬検査を実施



認証基準例

認証基準

◆宮崎県内で肥育された黒毛和牛で

、日本食肉格付協会が定める格付

基準の肉質等級４等級以上のもの

平成１９年に開催された第９回

全国和牛能力共進会において、

９部門中７部門で第１位を獲得。

名実ともに日本一となりました。



◆完熟マンゴー、完熟きんかん、メロン等については、非破

壊光センサー選果機の導入を進め、「糖度保証」の仕組み

づくりを推進しています。

アールスーメロン 完熟マンゴー

○消費者にわかりやすい品質保証の仕組みづくりにも挑戦



◆いつ、だれが、どこで、どのような方法で生産した農産物

なのかの積極的な情報開示

みやざき温室光
センサーメロン

みやざき地頭鶏

○消費者の安心を確保するためのトレーサビリティシステムの構築



～残留農薬の産地自主検査等による信頼される産地づくり～

ポイント２ 日本一の安全性

○「安全・安心」というものの、異なる「安全」と「安心」

安 全
・イメージではなく、科学的な裏付け

、根拠が求められる

安 心

・心の問題、産地と消費地の信頼関係

に関わる問題

・現在の食に関する不安は「食に関す

る情報の欠如」に起因



◆３２０種類

５，７８７検体 （平成２０年度実績）
残留農薬分析システム



産地名連呼型ＰＲ 価値伝達ＰＲ

産地にとって「売る」ということより「選ばれる産地になる」ことの重要性が増大

「選ばれ続けるにはどうしたらよいか」そのカギは「連携」という言葉にあり

ポイント３ 総力戦のＰＲ



他県とのコラボレーションによる販売活動

「情熱！みやざき＆おいしい山形」

ブランドキャンペーン

完熟マンゴー

「太陽のタマゴ」

山形さくらんぼ

コラボレーション
商品



食品産業や異業種産業とのコラボレーション

ロッテとの共同開発商品 「パイの実」日向夏のパイ



ワコール商品「スゴ衣」とのコラボ



ポイント１

選び抜かれた逸品

ポイント２

日本一の安全性

ポイント３

総力戦のＰＲ



ＱＲコードによる情報の提供

◆ＱＲコードを活用し、携帯サイトでの商品

や産地の情報提供を行っています。



(1) 機能性分析を活かした販売戦略構築事業

① 機能性成分表示対策事業

・機能性成分表示法の検討及びモデル販売の支援

② 機能性成分含量確保対策事業

・機能性成分に着目した栽培法の検討

③ 残留農薬検査体制維持確立事業

・新規登録農薬及び動物用医薬品の分析手法開発

0
20
40
60
80

100
120

県産ピーマン 五訂値

ｍｇ／１００ｇ ビタミンＣ含量

0

200

400

600

800

県産ピーマン 五訂値

μｇ／１００ｇ βカロテン含量

「ブームから定番・定着化へ」をキーワードに全国的に高まりつつある「みやざきブラン
ド」の認知度を農産物の有利販売に結びつけるため、「安全・安心」をベースに、さらな
る対策として「健康」及び「環境」をキーワードにした販売対策に取り組む。

(2) 環境貢献をキーワードにした販売戦略構築事業
・環境対策を前面に打ち出したモデル販売対策並びにカーボンフットプリントの導入検討

環境と健康に寄与するみやざきブランド新戦略構築事業



栄養成分・機能性成分の分析

◆２年間440サンプルのピーマンで調査

◆βカロテンが日本食品標準成分表の1.5倍

◆ビタミンＣが日本食品標準成分表の1.4倍
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※五訂：五訂増補日本食品標準成分表の数値



◆冬でも日射量が多い宮崎










